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※
１　

健
全
化
判
断
比
率

と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
状
況
を
客
観
的
に
表

し
、
財
政
の
早
期
健
全
化

や
再
生
の
必
要
性
を
判
断

す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、

４
つ
の
財
政
指
標
を
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
し
て

定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
が
ど
の
よ
う

な
状
況
か
を
判
断
す
る
基

準
と
し
て
「
早
期
健
全
化

基
準
」「
財
政
再
生
基
準
」

が
規
定
さ
れ
て
い
て
、
基

準
以
上
に
な
れ
ば
、
財
政

健
全
化
計
画
等
の
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
２　

実
質
赤
字
比
率
と

は
、
地
方
公
共
団
体
の
最

も
主
要
な
会
計
で
あ
る「
一

般
会
計
」
等
に
生
じ
て
い

る
赤
字
の
大
き
さ
を
、
そ

の
地
方
公
共
団
体
の
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
で
表

し
た
も
の
で
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
が
生
じ

て
な
い
た
め
「
-
」
で
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
３　

連
結
実
質
赤
字
比

率
と
は
、
上
水
道
や
国
保

会
計
な
ど
公
営
事
業
会
計

を
含
む
「
地
方
公
共
団
体

の
全
会
計
」
に
生
じ
て
い

る
赤
字
の
大
き
さ
を
、
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で

表
し
た
も
の
で
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
が

生
じ
て
な
い
た
め
「
-
」

で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
４　

実
質
公
債
費
比
率

と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返

済
額
（
公
債
費
）
の
大
き

さ
を
、
そ
の
地
方
公
共
団

体
の
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
で
表
し
た
も
の
で
す
。

※
５　

将
来
負
担
比
率
と

は
、
地
方
公
共
団
体
の
借

入
金
（
地
方
債
）
な
ど
現

在
抱
え
て
い
る
負
債
の
大

き
さ
を
、
そ
の
地
方
公
共

団
体
の
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
で
表
し
た
も
の
で

す
。

　

将
来
負
担
比
率
が
生
じ

て
い
な
い
た
め
「
-
」
で

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
６　

資
金
不
足
比
率
と

は
、
上
水
道
や
下
水
道
な

ど
の
公
営
企
業
の
資
金
不

足
を
、
公
営
企
業
の
事
業

規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の

規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の

度
合
い
を
示
す
も
の
で
す
。

　

公
営
企
業
は
必
要
な
費

用
を
自
身
の
料
金
収
入
に

よ
っ
て
賄
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
（
独
立
採

算
の
原
則
）、
公
営
企
業
会

計
の
赤
字
や
借
金
が
大
き

く
な
っ
て
一
般
会
計
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
、
個
々
の
収
支
（
企

業
の
経
営
状
況
）
を
事
前

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

特別会計等の名称 資金不足率 経営健全化基準
水道事業会計 資金不足なし 20.0
流域関連公共

下水道事業特別会計 資金不足なし 20.0

※ 6　公営企業の資金不足比率 （単位：％）

一般会計 特別会計 水道事業会　計
区　分 国民健康 かんがい施設 後期高齢者 住宅新築 流域関連 谷山池 泉水団地 くらて病院

保　　険 維持管理 医　　療 資金等 公共下水道 パイプライン 改良住宅 貸付金

歳　入 71 億 42 億 24 億 3 億 2 億 7 億 2 億 収益的収入 3 億 778
6,861 7,334 8,030 2,104 3,746 117 8,693 6,489 9,474 8,682 資本的収入 157

歳　出 70 億 43 億 25 億 3 億 2 億 7 億 2 億 収益的支出 3 億 1,728
5,627 7,551 8,357 2,103 3,646 117 8,684 6,489 9,474 8,682 資本的支出 7,812

議　決 賛成多数 － 賛成多数 全員賛成 全員賛成 賛成多数 全員賛成 全員賛成 全員賛成 全員賛成 全員賛成
結　果 で認定 で認定 で認定 で認定 で認定 で認定 で認定 で認定 で認定 で認定

●各会計決算の状況 （単位：万円）

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するとは限りません。

平成 27 年度決算

健全化審査「いずれも適正」（監査委員）
※ 1　健全化判断比率 （単位：％）

財政状況の指標 27 年度 26 年度 前年度と比べると 早期健全化
基　　準

財政再生
基　　準

※２実質赤字比率 向上 15 20（▲ 2.03）（▲ 1.65）
※３連結実質赤字比率 向上 20 30（▲ 10.22）（▲ 9.01）
※４実質公債費比率 8.3 8.4 向上 25 35

※５将来負担比率 向上 350 基準なし（▲ 58.8）（▲ 53.2）

－ －

－ －

－ －

　
平
成
28
年
度
９
月
定
例
会
が
９
月
７
日
か

ら
21
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
議
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
各
会
計
決
算
認

定
や
平
成
28
年
度
補
正
予
算
、
人
事
案
件
、
専

決
処
分
の
承
認
、
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
町
長

か
ら
提
案
さ
れ
た
21
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

概 

要

ど う な っ た の ？
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27 年度

決算

●一般会計歳入決算の状況（自主財源：33.1％　依存財源 66.9％）

国・県支出金
12 億 5,219 万円（17.5％）

地方消費税交付金
3 億 1,799 万円 （4.4％）

地方譲与税
6,555 万円 （0.9％）

その他（配当割交付金等）
7,221 万円 （1.0％）

まちの借入金
（9.4％）6 億 7,334 万円

国・県から交付される
お金や借金
47 億
9,685 万円（66.9％）

（依存財源）

まちが自主的に集める
ことができるお金
23 億
7,176 万円（33.1％）

（自主財源）

合 計

町たばこ税

軽自動車税

固定資産税

町 民 税

収入額 25年度

収入額 26年度

収入額 27年度

０ 5 億円 10 億円 15 億円 20 億円

平成27
年度

平成26
年度

平成25
年度

交付額

●町税の収入内訳 ●地方交付税の収入内訳

０ 10 億円 20 億円 30 億円

6 億 8,908 万円
7 億 3,992 万円
7 億 1,448 万円

8 億 2,963 万円
8 億 4,762 万円
8 億 4,111 万円

3,909 万円
4,027 万円
4,034 万円

1 億 5,799 万円
1 億 5,154 万円
1 億 4,826 万円

17 億 1,579 万円
17 億 7,935 万円
17 億 4,419 万円

24 億 6,071 万円

23 億 7,040 万円

24 億 1,556 万円

市町村の税額の不均衡を調整して国が
交付するお金。

ま ち の 財 政 状 況 、
歳 入 （入ってきたお金）71 億 6,861 万円

※数字は四捨五入している
ため、必ずしも合計と一致
するとは限りません。■

■

■

■

■

24 億 1,556 万円（33.7％）
地方交付税■

（6.1％）4 億 3,667 万円
その他（繰越金等）■

1 億 4,915 万円（2.1％）
諸収入■

17 億 4,419 万円（24.3％）
町税■

4,175 万円（0.6％）
繰入金■
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●一般会計歳出決算の状況（前年比 20 億 8,736 万円減少）

●主な事業等
総務費

旧鞍手南中学校改修工事 1,708 万円

民生費
後期高齢者医療給付負担金 2 億 3,280 万円
介護保険広域連合負担金 2 億 7,913 万円
児童手当費 2 億 4,155 万円

衛生費
くらて病院運営費負担金 2 億 9,444 万円

1 億 9,985 万円宮若市外二町じん芥処理施設運営費負担金
2,804 万円衛生センター修繕工事

農林水産業費
多面的機能支払事業 4,351 万円
農業基盤整備促進事業 3,103 万円

商工費
コミュニティバス等運行補助事業 5,657 万円

2,251 万円学校まるごとアニメ事業

土木費
道路橋梁費 1 億 1,862 万円

（うち 500 万円翌年度へ繰越）
1,730 万円用排水路費

消防費
直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防事業 2 億 9,753 万円

27

教育費

（剣南、古月、西川、新延小学校）
小学校屋内運動場耐震補強工事 2 億 4,283 万円

歳 出 （使ったお金）70 億 5,627 万円

※数字は四捨五入している
ため、必ずしも合計と一致
するとは限りません。

土木費
6 億 3,596 万円（9.0％）

商工費
1 億 6,761 万円（2.4％）

農林水産費
1 億 6,344 万円（2.3％）

労働費
2,148 万円（0.3％）

衛生費
8 億 9,396 万円（12.7％）

■

■

■

■

■

3 億 3,980 万円（4.8％）

民生費
24 億 7,385 万円（35.1％）

7 億　  76 万円（9.9％）

6 億 2,648 万円（8.9％）

1 億　174 万円（1.4％）

9 億 3,120 万円（13.2％）

公債費（借金返済）■

教育費■

消防費■

議会費■

総務費■

■
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歳
入
歳
出
の
当
初
予
算
と

最
終
予
算(

繰
越
額
を
含
む)

に
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
款

が
あ
り
ま
す
が
、
や
む
を
得

な
い
も
の
で
あ
り
、
妥
当
な

予
算
編
成
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
は
、
１
億
３
２
７
万
円
の 

赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
健
康
対
策
や
介
護
予
防
対

策
な
ど
創
意
工
夫
を
さ
れ
、

保
険
事
業
の
安
定
に
努
力
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
費
特
別
会
計
の
歳
入

は
、
財
産
収
入
の
増
加
及
び

繰
入
金
の
減
少
に
よ
り
５
５

９
６
万
円
の
増
、
歳
出
も
事

業
費
の
増
加
に
よ
り
同
額
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、
１
０
０
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会

計
は
、
現
在
償
還
業
務
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
貸
付
金

回
収
金
未
済
額
は
、
２
３
５

３
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
１

１
６
万
円
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
未
収
金
の
回
収
に
つ
い

て
、
一
層
の
努
力
を
要
望
し

ま
す
。

　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
は
、
９
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下

水
道
整
備
普
及
率
は
46
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
効
率
的
に
進
め
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特

別
会
計
は
、
実
質
収
支
額
３

千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
正
に
運
用
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設

事
業
特
別
会
計
は
、
実
質
収

支
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
良

住
宅
の
移
設
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
の
で
、
特
別
会
計
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら

て
病
院
貸
付
金
特
別
会
計

は
、
実
質
収
支
額
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
適
正
に
運
用

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
総
収
益
が

３
８
０
１
万
円
減
少
し
、
２

億
８
６
９
７
万
円
、
総
費
用

は
２
３
５
４
万
円
減
少
し
、

３
億
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
１
３
０
９
万

円
の
純
損
失
と
な
り
ま
し

た
。
経
費
の
削
減
を
、
よ
り

一
層
努
め
る
と
と
も
に
、
適

正
な
利
益
を
確
保
す
る
よ
う

望
み
ま
す
。

そ
の
他
の
会
計

平成25年度 平成26年度 平成27年度

収入未済額 １億 2,752 万円 １億 3,309 万円 １億 3,086 万円
不納欠損額 1,507 万円 713 万円 1,364 万円
合　　　計 １億 4,259 万円 １億 4,022 万円 １億 4,450 万円

■その他の未納額

平成25年度 平成26年度 平成27年度
町　民　税 5,320 万円 5,154 万円 4,866 万円
固定資産税 4,840 万円 5,283 万円 5,291 万円
軽自動車税 589 万円 568 万円 540 万円
合　　　計 １億　749 万円 １億 1,005 万円 １億　 697 万円

■税目別の滞納額

■収入未済額と不納欠損額

約1億 697万円
▶不納欠損（ふのうけっそん）
　地方税法等の規定により、徴収できなくなったもの。

平成25年度 平成26年度 平成27年度
町営住宅家賃 1,416 万円 1,361 万円 1,476 万円
保 　育　 料 587 万円 943 万円 894 万円
国 　保　 税 １億　218 万円 １億　511 万円 １億　 305 万円
住宅新築資金等 2,625 万円 2,469 万円 2,353 万円

監
査
意
見
書 

27
年
度
決
算
審
査
よ
り

一
般
会
計

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
給
付
負
担
金
、

介
護
保
険
広
域
連
合
負
担

金
、
障
害
者
自
立
支
援
事
業
、

児
童
手
当
、
く
ら
て
病
院
運

営
費
負
担
金
、
宮
若
市
外
二

町
じ
ん
芥
処
理
施
設
運
営
費

負
担
金
、
直
方
・
鞍
手
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
事

業
費
負
担
金
、
小
学
校
屋
内

運
動
場
耐
震
補
強
工
事
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
決
算
の
歳
入

を
見
る
と
、
主
な
財
源
は
町

税
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
で
、
地

方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金

は
全
体
の
約
50
％
を
占
め
、

国
・
県
へ
の
依
存
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

予
算
が
流
動
的
・
他
動
的
と

な
り
、
今
後
も
補
正
を
行
う

こ
と
は
最
小
限
に
と
ど
め
る

よ
う
期
待
し
ま
す
。



平成 28 年 10 月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.113 ⑥

　
本
補
正
予
算
は
、
歳
出
で

は
、
各
自
治
区
の
防
犯
灯
の

整
備
促
進
補
助
金
や
社
会
保

障
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
開

発
委
託
料
、
私
立
保
育
所
へ

の
補
助
金
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
業
務
委
託
料
、

農
業
用
た
め
池
２
箇
所
の
補

修
工
事
費
、
町
営
住
宅
の
修

繕
料
等
が
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
中
央
公
民
館
と
武

道
館
が
新
耐
震
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
耐
震
診
断
を
行
う

調
査
業
務
委
託
料
が
追
加
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
特
例
交

付
金
、
普
通
交
付
税
及
び
臨

時
財
政
対
策
債
の
発
行
可
能

額
な
ど
の
確
定
や
、
平
成
27

年
度
決
算
に
伴
う
平
成
28
年

度
へ
の
繰
越
金
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
調
整

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
３
６
２
８
万

４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
、
71
億
１
３
４
８
万
６

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
補
助

▼
全
員
賛
成
で
可
決

●
３
６
２
８
万
４
千
円
を
追
加

▶耐震診断を行う中央公民館（上）
　　と武道館（下）

平成２８年度

一般会計補正予算

●
町
内
の
防
犯
灯
を
３
年
計
画
で
更
新
予
定

防
犯
灯
設
置
補
助
金

５
４
７
万
円
の
内
訳

と
今
後
の
設
置
に
関
す
る
町

全
体
の
計
画
は
。

自
治
区
が
管
理

す
る
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
す
る
た
め

の
補
助
と
し
て
、
防
犯
灯
１

機
当
り
１
万
円
補
助
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
５
月
に
全
自
治
区
に

所
要
額
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
５
４
７
機
分
を
追
加
更

新
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
か
ら
３
年
間
か
け
て

町
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

に
更
新
す
る
計
画
で
、
平
成

29
年
３
０
４
機
、
平
成
30
年

１
７
５
機
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問総
務
課
長

▶町内の防犯灯を LED 電球へ

※質疑の内容、答弁は紙面の都合上、要約しています。
会議録は、鞍手町ホームページや議会事務局で閲覧できます。
尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。
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シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
費

の
内
容
は
。

　

町
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と

で
、
今
年
11
月
15
日
か
ら
12

月
25
日
ま
で
、
福
岡
市
の
博

多
駅
前
と
福
岡
市
役
所
前
広

場
に
お
い
て
、「
ク
リ
ス
マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
in
光
の
街
・
博

多
」
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
中

で
鞍
手
町
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
費
用

で
す
。 主

な
質
疑

問政
策
推
進
課
長

　
ま
た
、
今
年
年
末
に
鞍
手

中
学
で
開
催
予
定
し
て
い
る

「
真
ん
中
鞍
手
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
要
す
る
経
費
を
追
加
し
て

い
ま
す
。

地方創生への取り組み
シティプロモーションで

まちを情報発信

※
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
人
口
減
少
時
代
に
入
っ
た
日
本

に
お
い
て
、
全
国
の
自
治
体
は

生
き
残
り
を
か
け
て
様
々
な
政

策
を
行
って
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
観
光
客
増
加
・

定
住
人
口
獲
得
・
企
業
誘
致
等

を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
イ
メ

ー
ジ
を
高
め
、
知
名
度
を
向
上

さ
せ
る
活
動
を
言
い
ま
す
。▶シティプロモーション公認サポーター

福岡で活躍のタレント「山本　華世さん」

主
な
質
疑

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
の
対
象
者
と
対
象
件
数

は
。

対
象
者
は

１
歳
未
満

児
で
す
。
接
種
回
数
は
、
一
人

３
回
接
種
で
対
象
件
数
は
93

名
で
す
。

（
※
詳
し
く
は
、
保
険
健
康

　
課
へ
）

問保
険
健
康
課
長

▶厚生労働省リーフレット

▶ B 型肝炎ワクチン予防接種が定期接種に

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
無
料
化
へ

●
（
対
象
者
は
、
１
歳
未
満
児
で

今
年
10
月
１
日
よ
り
接
種
開
始 

）
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【
契
約
の
相
手
方
】

昌
栄
・
九
軌
共
同
企
業
体

　
共
同
企
業
体
代
表
者

　
昌
栄
建
設
㈱

　
代
表
取
締
役 

南
野 

準
次
郎

【
工　
期
】
１
５
５
日
間

平
成
28
年
９
月
27
日
か
ら

平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

◆
中
山
処
理
分
区
管
渠　

築
造
工
事(

第
65
工
区)

【
契
約
の
相
手
方
】

光
城
・
金
村
共
同
企
業
体

　
共
同
企
業
体
代
表
者

　
㈲
光
城
建
設

　
代
表
取
締
役 

光
城　
吉
春

【
工　
期
】
１
５
５
日
間

平
成
28
年
９
月
27
日
か
ら

平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

◆
中
山
処
理
分
区
管
渠　

築
造
工
事(

第
66
工
区)

教
育
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員　

藤
井
睦
彦
氏
及
び
木
月
芙

美
代
氏
の
任
期
が
本
年
10
月
６
日
で
満
了

す
る
た
め
、
両
氏
を
再
度
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

藤
ふ じ い

井 睦
むつひこ

彦氏
任期

平成 28 年 10 月７日
～

平成 32 年 10 月６日

木
き づ き

月 芙
ふ み よ

美代氏
任期

平成 28 年 10 月７日
～

平成 29 年 10 月６日

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員　

毛
利
芳
太
郎
氏
、
林　

正
隆
氏
、
川
上
美
恵
子
氏
の
任
期
が
本
年

９
月
30
日
で
満
了
す
る
た
め
、
再
任
候
補

者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
、
全
員
賛
成

で
同
意
し
ま
し
た
。

毛
もうり

利 芳
よしたろう

太郎氏

～任期
平成 28 年 10 月  １日

平成 31 年  9 月 30 日

川
かわかみ

上 美
み え こ

恵子氏 林
はやし

　正
まさたか

隆氏

○
専
決
処
分
の
承
認
（
鞍
手
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
す
る
条
例
）

▼
全
員
賛
成
で
承
認

▼
全
員
賛
成
で
可
決

○
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
28
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

○
工
場
等
設
置
奨
励
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
平
成
28
年
度
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

その他の議案 新しい人事 

請負契約の締結 ～流域関連公共下水道事業～ 

中山処理分区第 65 工区

本
町

本
村

鞍手町介護老人保
健施設　鞍寿の里

総路線延長　Ｌ＝ 358.0 ｍ
工事個所老 人

ホーム

上
新
橋

中山処理分区第 66 工区

ナフコホーム
プラザ鞍手店

老 人
ホーム

理容店

総路線延長　Ｌ＝ 422.3 ｍ

工事個所

立林公民館

立林公民館
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４人が
一般質問

知
り
た
い
こ
と
望
む
こ
と

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、行政に対する疑問点について質問
することです。
　一般質問の内容、答弁は質問者自身が要約し、広報委員会が校正したものです。
　質問の全文は、鞍手町ホームページや議会事務局で会議録を閲覧できます。
※尚、会議録の調製により、閲覧が遅れる場合がありますので、ご了承下さい。

３．竹
たけうち

内　利
りいち

一　議員・・・・・・・・・・・・・・１２　
・地籍図・字図・地形図等について

１．岡
おかざき

﨑　邦
くにひろ

博　議員・・・・・・・・・・・・・・１０
・鞍手インターチェンジ周辺開発について

４．宇
う た が わ

田川　亮
あきら

　議員・・・・・・・・・・・・・・１３　

２．鯵
あじさか

坂　省
しょうじ

治　議員・・・・・・・・・・・・・・１１　
・子育て支援について

・奨学金制度の改善を

・地震対策について

・町策定の人口ビジョンとそれに対する町長の見解について
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▶鞍手インターチェンジ周辺開発事業予定地

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
域
の
開
発
の

話
が
活
発
に
な
っ
た
の
は
、

３
１
５
万
円
の
予
算
を
計
上

し
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
誘
致

を
町
長
が
率
先
し
て
進
め
た

の
が
、
き
っ
か
け
に
な
り
、

今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

う
が
。

周
辺
地
域

の
用
地
を

民
間
企
業
が
開
発
す
る
こ
と

で
、
ま
と
ま
り
か
け
て
い
た

時
と
同
時
期
に
誘
致
の
話
が

あ
っ
た
の
で
、
町
長
か
ら
誘
致

が
実
現
し
た
時
は
、
取
り
ま

と
め
た
権
利
を
町
に
譲
って
ほ

し
い
と
の
期
限
付
き
の
契
約

を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

問

町
長
は
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
誘
致
が
だ
め

に
な
っ
て
も
町
が
関
与
し
て

民
間
活
力
を
導
入
し
な
が
ら

町
の
発
展
の
た
め
に
開
発
を

行
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て

い
る
の
で
、
３
１
５
万
円
は

無
駄
に
な
ら
な
い
。
次
の
段

取
り
の
た
め
の
資
金
と
し
て

活
き
て
く
る
と
答
弁
さ
れ
て

お
り
、
町
が
関
与
し
な
が
ら

主
体
的
に
進
め
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
と
思
う
が
。

民
間
の
動
き
が

活
発
に
な
っ
て

住
の
受
け
入
れ
、
ま
た
町
の

Ｐ
Ｒ
、
住
環
境
、
地
域
環
境

な
ど
の
整
備
に
取
り
組
む
こ

と
を
前
提
に
し
て
も
、
人
口

は
減
り
続
け
る
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
い
ろ

い
ろ
な
事
業
計
画
の
指
針
に

な
る
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た

認
識
の
上
で
、
町
政
に
携
わ

る
こ
と
が
必
要
で
は
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
利
用
度

が
多
く
な
り
、
固
定
資
産
税

の
減
免
も
功
を
奏
し
て
い
ま

す
。
く
ら
て
学
園
も
世
界
大

会
を
行
っ
て
い
き
た
い
し
、

起
業
も
13
社
、
調
印
し
ま
し

た
。
Ｖ
字
回
復
す
る
と
信
じ

て
行
政
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

町
営
高
ノ
口
墓
地
の

無
縁
墳
墓
改
葬
公
告

は
完
了
し
て
い
る
が
、
町
は

今
後
、
ど
う
対
処
し
て
い
く

の
か
。

今
後
の
墓

地
の
改
葬

方
法
と
し
て
は
、
高
ノ
口
墓

地
を
廃
止
し
て
町
営
墓
地
を

新
た
に
設
置
し
、
町
が
管
理

運
営
す
る
方
法
と
、
権
利
者

個
人
に
墓
の
移
転
費
用
等
を

支
払
い
、
高
ノ
口
墓
地
を
廃

止
す
る
方
法
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
総

合
戦
略
に
あ
る
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
環
境
整
備

の
取
り
組
み
や
年
間
60
組
の

20
代
か
ら
30
代
の
夫
婦
の
移

き
て
い
る
の
で
、
今
し
ば
ら

く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

開
発
地
域
の
中
で
は

町
が
大
き
な
地
権
者

な
の
で
、
率
先
し
て
民
間
の

方
た
ち
と
協
議
し
な
が
ら
、

主
導
的
な
立
場
で
開
発
に
携

わ
っ
て
い
く
考
え
は
。

根
幹
に
か
か
わ

る
部
分
は
、
町

と
し
て
介
入
で
き
な
い
と

考
え
て
お
り
、
民
間
活
力

で
や
っ
て
い
た
だ
く
の
が
ベ

タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

町長

問

問

町 

長

問

一般質問

町 

長

「民間活力でするのがベター」

町 

長

岡﨑　邦博 議員

地
域
振
興
課
長

高
ノ
口
墓
地
に
つ
い
て

農
政
環
境
課
長

町
策
定
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

問

問インターチェンジ周辺開発を、
　町が主導的に携わっていく考えは？

※
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は

　

人
口
の
減
少
を
分
析
し
、

人
口
に
関
す
る
住
民
の
認

識
を
共
有
し
、
今
後
目
指

す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人

口
の
将
来
展
望
を
提
示
す

る
も
の
で
す
。
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本
町
と
し
ま
し
て
も
、
同

様
の
利
用
料
金
を
設
定
す
る

必
要
性
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

支
援
員
な
ど
の
学
童
関
係

者
と
担
当
課
で
、
現
在
、
減

免
措
置
を
含
め
た
統
一
案
の

策
定
を
進
め
て
い
る
最
中
で

す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
減
免
状
況
は
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
生
活
困
窮
者
に
対

す
る
今
後
の
減
免
措
置
は
。

ひ
と
り
親
に
対

す
る
減
免
以
外

に
も
、
生
活
保
護
世
帯
や
非

課
税
世
帯
な
ど
の
低
所
得
者

層
に
対
す
る
減
免
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
多
く
あ
り

ま
す
。

施
設
を
町

が
設
置
し
、

父
母
会
が
事
業
者
と
し
て
運

営
を
行
う
公
設
民
営
の
形
で

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
ら
利
用
料
金
の
設
定
と

徴
収
を
行
っ
て
お
り
、
通
常

の
保
育
料
は
３
学
童
と
も
月

額
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
免
の
状
況
と
し
ま
し
て

は
、
３
学
童
と
も
多
子
軽
減

が
あ
り
、
２
人
目
以
降
は
月

額
３
千
円
と
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
３
学
童
の
う
ち
１
所

の
み
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
対

し
て
、
世
帯
に
か
か
る
月
額

保
育
料
を
２
千
円
減
免
す
る

と
い
う
設
定
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

問

問

一般質問
町 

長

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　
今
後
の
減
免
対
策
は
？

問
町
長

鯵坂　省治 議員

福
祉
人
権
課
長

そ
こ
で
該
当
さ
れ
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
多
子
に
該
当

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
人
目

以
降
減
免
さ
れ
た
形
で
徴
収

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。▶剣南学童のびのびクラブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
減
免
対
象
者
に
対

す
る
具
体
的
な
周
知
方
法
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

か
。

周
知
の
方

法
と
し
ま

し
て
は
、
小
学
校
の
入
学
説

明
会
の
際
に
時
間
を
い
た
だ

き
、
保
育
時
間
や
保
育
料
な

ど
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
全
般

の
入
所
説
明
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

減
免
の
適
用
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
申
請
を
し
な
け
れ

ば
適
用
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
く
、
３
学
童
と
も
、
保

護
者
が
各
事
業
所
に
提
出
す

る
入
所
申
込
票
な
ど
か
ら
、

兄
弟
関
係
や
ひ
と
り
親
で
あ

る
こ
と
を
把
握
し
、
各
事
業

者
が
自
動
的
に
料
金
に
反
映

し
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

途
中
入
所
者
に
は
、

ど
の
よ
う
に
周
知
さ

れ
て
い
る
か
。

問問 福
祉
人
権
課
長

途
中
入
所

を
さ
れ
る

場
合
も
、
入
所
申
込
票
か
ら

兄
弟
関
係
と
か
そ
う
い
っ
た

も
の
が
分
か
り
ま
す
の
で
、

福
祉
人
権
課
長

「
減
免
措
置
を
含
め
た

統
一
案
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
」
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業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
の

よ
う
な
面
的
な
開
発
事
業
、

道
路
・
街
路
整
備
事
業
、
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
の
民
間

開
発
事
業
な
ど
、
様
々
な
形

で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
、
土
地
の
境
界
確
認

の
作
業
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
精
度
の
不
十
分

な
状
態
を
放
置
す
れ
ば
、
土

地
の
境
界
確
認
完
了
ま
で
の

期
間
が
長
期
化
す
る
ば
か
り

か
、
土
地
の
境
界
確
認
に
要

す
る
多
額
の
費
用
等
を
、
事

業
を
実
施
す
る
者(

民
間
等)

自
身
が
負
担
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
か
ら
、 

土
地
利
用
や

ま
ち
づ
く
り
を
阻
害
す
る
要

因
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、

①
土
地
の
境
界
が
不
明
確

で
、
土
地
取
引
等
を
行
う
際

に
リ
ス
ク
を
抱
え
る
。

②
ま
ち
づ
く
り
計
画
等
の
支

障
、
民
間
開
発
に
も
大
き
な

支
障
を
生
じ
る
。

③
大
規
模
災
害
の
場
合
な
ど

復
旧
の
遅
れ
の
要
因
に
な

る
。

一般質問

町長「少しお時間を頂けれ
　  ばと思っています」

地籍調査・デジタル化
を行う考えは？問

鞍
手
町
は
、
昭
和
31

年
か
ら
38
年
に
か
け

国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
精
度
は
如
何
な
も
の
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
。

当
時
の
調
査
が

不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ

れ
る
問
題
が
あ
る
の
は
、
承

知
し
て
い
ま
す
が
、
町
の
単

独
事
業
で
は
何
十
億
も
掛
る

と
聞
い
て
お
り
、
現
状
と
し

て
は
非
常
に
厳
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
、
鞍
手
町
発
展

の
た
め
行
わ
れ
る
で

あ
ろ
う
、
土
地
区
画
整
理
事

問問

④
公
共
用
地
の
適
正
管
理
へ

の
支
障
と
な
る
。

⑤
適
切
な
森
林
管
理
等
の
支

障
と
も
な
る
。

　

再
度
、
地
籍
調
査
を
行
え

ば
効
果
と
し
て
、

①
土
地
の
境
界
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
。

②
登
記
手
続
の
簡
素

化
・
費
用
縮
減
。

③
土
地
の
有
効
活
用

の
促
進
。

④
建
築
物
の
敷
地
に

係
る
規
制
の
適
用
の

明
確
化
。

⑤
各
種
公
共
事
業
の

効
率
化
・
コ
ス
ト
縮

減
。

⑥
公
共
物
管
理
の
適

正
化
。

⑦
災
害
復
旧
の
迅
速

化
。

⑧
課
税
の
適
正
化
・

公
平
化
。

⑨
デ
ジ
タ
ル
化
に

す
る
こ
と
で
Ｇ
Ｉ

Ｓ(

地
理
情
報
シ
ス

テ
ム)

に
よ
る
多
方

面
で
の
利
活
用
が

竹内　利一 議員

町 

長

で
き
、
精
度
の
高
い
地
籍
調

査
を
す
る
こ
と
で
、
町
民
の

方
に
も
各
種
公
共
事
業
に
も

メ
リ
ッ
ト
は
、
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
う
が
。

予
算
面
も
あ
り

ま
す
の
で
少
し

お
時
間
を
頂
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▶土地利用やまちづくりのために地籍調査を

町 

長
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一般質問

財
政
の
方
と
も

協
議
を
し
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

奨
学
金
を
借
り
て
進
学

す
る
子
ど
も
は
、
卒
業

と
同
時
に
、
多
額
の
借
金
を

背
負
って
社
会
に
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
①
給
付
型
の
奨

学
金
制
度
の
創
設
、
②
す
べ

て
の
奨
学
金
を
無
利
子
に
す

る
、
③
既
卒
者
の
奨
学
金
返

済
の
減
免
制
度
を
つ
く
る
な

ど
の
抜
本
的
改
善
が
必
要
で

は
。

文
部
科
学
省
で
、

給
付
型
奨
学
金

制
度
の
創
設
に
向
け
た
検
討

を
始
め
て
い
ま
す
。

　

町
村
会
な
ど
を
通
じ
て
、

国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

宇田川　亮 議員

地
震
対
策
に
つ
い
て

　
真
剣
な
取
り
組
み
を
？

問

奨
学
金
制
度
の
抜
本
的

改
善
を

町 

長

▶住宅の耐震診断や耐震補助の内容が掲載された
　    県のパンフレット（福岡県のホームページより）

事
に
つ
い
て
、
資
格
要
件
を

満
た
せ
ば
、
工
事
費
用
の

20
％
（
上
限
30
万
円
）
を
補

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

県
の
補
助
事
業
に
上

乗
せ
し
て
い
る
自
治

体
が
３
分
の
２
あ
り
、
そ
の

内
40
％
以
上
の
補
助
が
60
市

町
村
中
35
自
治
体
で
す
。

　

鞍
手
町
も
、
も
っ
と
真
剣

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

④
公
共
用
地
の
適
正
管
理
へ

の
支
障
と
な
る
。

⑤
適
切
な
森
林
管
理
等
の
支

障
と
も
な
る
。

　

再
度
、
地
籍
調
査
を
行
え

ば
効
果
と
し
て
、

①
土
地
の
境
界
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
。

②
登
記
手
続
の
簡
素

化
・
費
用
縮
減
。

③
土
地
の
有
効
活
用

の
促
進
。

④
建
築
物
の
敷
地
に

係
る
規
制
の
適
用
の

明
確
化
。

⑤
各
種
公
共
事
業
の

効
率
化
・
コ
ス
ト
縮

減
。

⑥
公
共
物
管
理
の
適

正
化
。

⑦
災
害
復
旧
の
迅
速

化
。

⑧
課
税
の
適
正
化
・

公
平
化
。

⑨
デ
ジ
タ
ル
化
に

す
る
こ
と
で
Ｇ
Ｉ

Ｓ(

地
理
情
報
シ
ス

テ
ム)

に
よ
る
多
方

面
で
の
利
活
用
が

「
財
政
と
も
協
議
し
、
検
討
し
ま
す
」

町
長

鞍
手
町
に
お
け
る
地

震
発
生
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

福
岡
県
内
に
あ

る
６
つ
の
断
層

帯
の
内
、
鞍
手
町
に
大
き
く

関
係
す
る
の
は
西
山
断
層
帯

と
福
知
山
断
層
帯
で
す
。

　

２
つ
の
断
層
帯
に
よ
る
地

震
発
生
の
確
率
は
、
低
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
熊
本

問町 

長

　

ま
た
、
熊
本
地
震
の
教
訓

か
ら
、
家
具
が
倒
れ
て
の
圧

死
を
防
止
す
る
た
め
、
家
具

の
固
定
も
必
要
で
す
。

　

現
在
の
補
助
制
度
の
内
容

は
。

県
の
補
助
制
度

で
す
が
、
耐
震

診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
有
料

で
派
遣
し
、
訪
問
調
査
を
行

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
震
化
の
改
修
工

地
震
の
よ
う
に
、
い
つ
大
き

な
地
震
が
発
生
す
る
か
予
測

で
き
ま
せ
ん
。

　

本
町
も
、
例
外
で
は
な
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
地
震
は
、
い
つ
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
と
い
う
前
提
で
、
対
策
を

す
す
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。 問

私
も
同
感
で
す
。

現
在
、
い
ろ
ん

な
建
物
に
お
い
て
、
耐
震
診

断
も
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

鞍
手
町
に
お
け
る
木
造

住
宅
の
う
ち
、
２
０
０
０

年
の
新
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
建
物
の
戸
数
は
。

現
在
の
木

造
専
用
住

宅
の
総
数
は
、
約
６
８
０
０

棟
、
内
２
０
０
０
年
ま
で

に
建
築
さ
れ
た
戸
数
は
約

５
７
０
０
棟
で
す
。

新
耐
震
基
準
を
満
た

す
た
め
に
は
、
耐
震

診
断
、
設
計
、
改
修
工
事
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

税
務
住
民
課
長

問 町 

長
問

建
設
課
長

問

町 

長
問
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く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
113
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
42
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

　
今
年
も
異
常
気
象
と
騒
が
れ
ま
し

た
が
、
鞍
手
町
も
豪
雨
後
の
梅
雨

明
け
と
同
時
に
、
長
期
間
暑
い
日
が

続
き
、
熱
中
症
に
な
ら
れ
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
町
民
の
皆
様
も
、
天
候
に
は
十
分

注
意
さ
れ
、
無
理
を
さ
れ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
德
島
町
政
も
来
年
、
１
期
目
の
４

年
が
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
町
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
の

か
、
そ
の
成
果
が
問
わ
れ
る
事
と
思

い
ま
す
。

　
議
会
は
、
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す

い
、働
き
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
に
、

行
政
の
目
付
け
役
と
し
て
日
々
努
力

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
町
政
の
姿
勢

や
方
向
性
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら

れ
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（ 

須
藤　
敏
夫
）

■
編 

集 

後 

記

◆表紙の紹介

議会を傍聴しませんか
　議会はだれでも一般質問・議案質疑を傍聴できます。
　受付は、当日に議会事務局でおこないます。
　また一般質問を傍聴する方の希望に応じ、手話通訳者を派遣しています（無料）。これには事前予約が必要です。
　■問い合わせ　議会事務局　☎ 42 局 2111 番（内線 331）（次回は、12月議会です。）

　９月中旬に町内を流れる
六田川の岸辺に、花を咲か
せた彼岸花です。
　日本では北海道から沖縄
まで見られますが、日本原
産ではなく中国から帰化し
たものらしく、稲作が伝来
するのと合わせて広まった
と考えられています。
　秋のお彼岸の期間（秋分
の日を入れた前後３日間）
だけに花を咲かせることに
由来しています。

発
行
責
任
者

編
集
ス
タ
ッ
フ

議
会
議
長

星　

正

彦

委
員
長

須　
山　
由
紀
生

副
委
員
長

竹

内

利

一

委

員

鯵

坂

省

治

委

員

熊

井

照

明

委

員

委

員

須　
藤　
信
一
郎

須　
藤　
敏　
夫

六
ろ く た が わ

田川に「彼
ひ が ん ば な

岸花」


